
　

以
前
よ
り
三
号
に
わ
た
っ
て
、
資
料
文
献
室

の
整
備
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、

八
月
二
十
二
日
に
開
設
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
宮
元
陸
加
賀
市
長
、
林
直
史
加

賀
市
議
会
議
長
と
深
田
卓
弥
氏
の
出
席
の
も

と
、多
く
の
会
員
や
山
岳
愛
好
家
の
見
守
る
中
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
世
田
谷
の
深
田
久
弥
の
自
宅
に
あ
っ
た

「
九
山
山
房
」
に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
の
情
報

を
求
め
て
多
く
の
登
山
家
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
資
料
文
献
室
も
豊
富
な
資
料
を
集
積
し
、
多

く
の
方
々
に
来
て
頂
き
た
い
と
の
願
い
を
込
め

て
「
九
山
山
房
」
と
名
づ
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

今
ま
で
多
く
の
文
献
、
資
料
が
公
開
で
き
な

い
状
態
に
有
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
接
し
て
頂

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
海

外
の
山
に
関
す
る
洋
書
や
地
図
な
ど
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　

前
館
長
の
高
田
宏
が
「
本
は
読
ま
れ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
が
、
特

別
な
も
の
を
除
い
て
、
来
館
者
の
皆
様
が
手
に

と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

山
好
き
、
本
好
き
に
と
っ
て
は
、
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
れ
ば
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
る
空
間
だ

　

地
勢
図
「
甲
府
」
の
「
赤
石
嶽
」
と
「
飯
田
」
の

「
時
又
」
に
書
き
込
み
が
あ
っ
た
。
特
に
「
時
又
」

の
書
き
込
み
は
、
昭
和
十
年
八
月
、
友
人
の
植
物
学

者
田
辺
和
雄
と
辿
っ
た
道
筋
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
、
飯
田
市
上
久
堅
辺
り
か
ら
道

を
辿
り
、上
町
か
ら
下
栗
を
経
て
山
に
入
っ
て
い
る
。

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
を
お
訪

ね
下
さ
い
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
内
容
充
実
の
為
皆
様
の
お
力
添

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
れ
と
程
野
か
ら
上
町
へ
至
る
ル
ー
ト
も
あ
る
。
赤

鉛
筆
で
な
ぞ
っ
た
道
以
外
に
も
、
下
栗
、
程
野
な
ど

の
地
名
を
赤
鉛
筆
で
囲
む
な
ど
相
当
に
気
合
の
入
っ

た
感
じ
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
の
事
情
は
『
日
本
百
名

山
』
と
『
山
岳
展
望
』
の
「
光
岳
」
に
あ
る
。
特
に

『
山
岳
展
望
』
の
方
に
は
、八
月
六
日
か
ら
日
を
追
っ

て
そ
の
行
程
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
程
野
か
ら

上
町
へ
、
そ
し
て
下
栗
か
ら
山
へ
の
ル
ー
ト
と
、
上

町
か
ら
小
川
路
峠
を
越
え
て
上
九
堅
へ
の
Ｖ
字
型
の

ル
ー
ト
の
謎
が
解
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
小

川
か
ら
程
野
ま
で
乗
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
索
道

の
ル
ー
ト
は
地
図
上
に
は
な
い
。
そ
し
て
、
索
道
に

乗
っ
た
と
さ
れ
る
「
小
川
」
と
言
う
場
所
は
特
定
で

き
な
か
っ
た
。

　
「
赤
石
嶽
」
の
地
形
図
に
は
易
老
岳
と
仁
田
岳
の

間
の
ピ
ー
ク
に
赤
い
×
印
が
あ
る
。
そ
し
て
、
聖
嶽

に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
、
現
在
の
新
聖
沢
橋
辺
り
か

ら
の
ル
ー
ト
が
引
か
れ
て
い
る
。
赤
い
×
印
は
、
昭

和
十
年
に
光
岳
登
頂
の
後
、
聖
岳
を
目
指
し
な
が
ら

雨
で
引
き
返
し
た
幕
営
地
で
あ
ろ
う
。
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参
考

　
『
日
本
百
名
山
』「
光
岳
」

　
『
山
岳
展
望
』「
光
岳
」



編
集
後
記
〜

　

暑
か
っ
た
夏
、
地
震
、
台
風
の
直
撃
と
異
常
続
き
で
し
た
が
、

穏
や
か
な
秋
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

山
の
文
化
館
の
イ
チ
ョ
ウ
が
色
づ
く
季
節
が
近
づ
い
て
い
ま

す
。
黄
色
い
絨
毯
を
見
に
お
越
し
下
さ
い
。　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｏ
）

　

第
十
三
回
コ
ン
ク
ー
ル
は
加
賀
市
内
小
中
学
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、
本
年
も
感
性
あ
ふ
れ
る
多
く

の
作
品
を
応
募
し
て
頂
き
ま
し
た
。
審
査
員
の
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
二
十
四
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
市
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞
、
山
の
文
化
館
賞

三
賞
と
、
佳
作
十
点
、
入
選
十
一
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
入
賞
作
品
は
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
で

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

加
賀
市
長
賞

錦
城
東
小
一
年　

上
木　
　

響

教
育
委
員
会
賞

山
中
小
六
年　

寺
田　

小
桃

　

久
弥
の
墓
は
加
賀
市
大
聖
寺
神
明
町
の
本
光
寺
の

墓
地
に
あ
り
ま
す
。

　

最
近
改
修
さ
れ
た
山
門
を
く
ぐ
り
本
堂
を
回
り
込

む
よ
う
に
、
墓
地
の
中
の
ゆ
る
い
傾
斜
を
登
り
き
る

と
す
ぐ
右
手
の
一
角
に
深
田
久
弥
と
名
前
を
記
さ
れ

た
お
墓
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

久
弥
さ
ん
を
慕
い
、愛
さ
れ
た
志
げ
子
夫
人
が「
私

の
小
谷
温
泉
」
で
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
拝
み
石

に
は
二
人
の
想
い
出
と
し
て
糸
魚
川
の
き
れ
い
な
小

石
が
埋
め
込
ま
れ
、
ま
わ
り
に
は
こ
れ
も
志
げ
子
夫

人
が
植
え
ら
れ
た
椿
の
木
が
青
々
と
茂
っ
て
い
ま

す
。

　

百
名
山
ブ
ー
ム
の
昨
今
、
見
る
か
ら
に
山
男
風
の

方
が
よ
く
本
光
寺
を
訪
ね
ら
れ
、
久
弥
さ
ん
の
お
墓

に
お
参
り
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

奇
し
く
も
同
じ
本
光
寺
の
墓
地
に
は
一
緒
に
ヒ
マ

ラ
ヤ
へ
行
か
れ
た
山
川
画
伯
の
お
墓
も
あ
り
ま
す
。

　

郷
里
を
同
じ
く
し
た
二
人
が
、
白
山
を
望
む
緑
豊

か
な
ふ
る
さ
と
を
上
空
か
ら
見
つ
め
て
い
る
よ
う
で

す
。

 

十  

月  

二
十
三 

日
（
火
）「
剱
岳
」

十
一
月  

二
十
七 

日
（
火
）「
石
鎚
山
」

 

一  

月  

二
十
二 

日
（
火
）「
富
士
山
」

　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館　

聴
山
房

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

■
十
一
月
十
八
日（
日
）午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　
　
　
　
　
　
　
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房

演
題
：
家
の
中
で
の
久
弥

講
師
：
深
田  

勝
弥 

氏
（
深
田
久
弥
の
甥
）

■
十
二
月
九
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
館
三
階
ホ
ー
ル

演
題
：
山
に
登
れ
ば
元
気
に
な
り
ま
す

講
師
：
岩
崎 

元
郎 

氏
（
無
名
山
塾
主
宰
・
登
山
家
）

深田久弥山の文化館ホームページ
http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

●
聞
こ
う
会
予
定

●
読
書
会
の
お
誘
い

加賀市ふるさとの自然
ふれあいコンクール
開催される

久
弥
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
　
〜 

本
光
寺 

〜

山
の
文
化
館
賞

山
代
小
五
年　

田
島　

悠
都


